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私たちは，これまで抗腫瘍性効果を示す生薬を検索し，牡丹の一種であ




























投与および同時投与し 24 時間培養後、上皮成長因子を 10ng/ml を添加し
JNK、ERK、p38、Akt のリン酸化の変化を確認した。結果として細胞増殖




結論として、P. lutea の葉の抽出液より GAME、PGG、PF の３つの化学
物質が同定された。また P. lutea の葉の抽出液の腫瘍抑制性効果は、主
に GAME および PGG の相乗効果によるものと示唆された。さらにその腫瘍
抑制経路は Akt のシグナル経路を抑制し、細胞周期を G2 期で停止させ、
細胞増殖を抑制すると示された。したがって P. lutea の葉の抽出液は新
しい化学療法の補助薬になる可能性があると考えられる． 
 
